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PithdiametersofnestmgstemsofCβα吻闘,Cjwarα/α"αC脚egas"g"'α/αwere

lnvestlgatedinHokurikuDistrict，FemalesofC〃“"7aspeciesbulTowstemsofwhich

Dithdiameterwereabout1．2to4timesofabdomenwidthoffemalesanddonotselect
且

stemswhichhadspecificpithdiameterinthatranges，Pithdiameterrangesofeachspe‐

clesoverlapwidely．
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はじめに

に引き続きツヤハナバチ属の前報（根来，2004）に引き続き，ツヤハナバチ属の

生態に関し追加報告を行なう。今回は，石川県金沢市

内でのcβαvjpes，cjw"αj，富山県南部の山地での

c〃,eg“"g",αrαの営巣枝髄直径に関しての報告を行

なう。

調査地・調査方法

調査地・調査日

1．石川県金沢市城北公園

金沢市北部の児童公園の園地。広さ約1万平米。ア

ジサイの植栽が2カ所に分けられて45株あり，約1m

の高さに刈り込みが行なわれている。切り口がほぼ同

一の高さでさまざまな太さの枯れ枝が存在した。198息

年4月25日，5月5日，5月16日，5月21日，5月2農

日，6月6日。午後2時以降に調査した。

2．富山県大山町有峰折立

冨山県南部，標高1450m～1550mにわたる約2km

の林道添い。樹高約2mのタニウツギが両側に点々
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と存在し，折れた枯れ枝は1m～L5mの高さに存在

した。1990年6月11日，6月14日の午後2時以降に調

査。両日の調査範囲は重複しない。
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図1調査地
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れたが，各々1種のみがみられる別々の

地点で調査を行なった。掘坑は各々営巣

可能と思われる枝の26％でみられた。な

お，複雌のものは無かった。

表1，2に，各々の種の掘坑雌の腹幅

と掘坑時期および営巣枝髄径の関係，調

査地での掘坑可能枝と営巣枝の髄直径を

示した。

c〃vjpesでは調査日によって掘坑雌

の腹幅に差がみられ，後期の雌ほど小型

化する傾向がみられたが掘坑枝の髄直径

に前後期で差はなかった。

掘坑可能枝は髄径21mmから89mm

までみられ，雌腹幅は21-29mmで25

mmの個体が最も多かった。可能枝に対

する掘坑枝の割合は全体では髄直径29

mm以下の範囲で少ない他は，30％前後

で大きな差はない。各腹幅での掘坑枝髄

直径の割合は，24mmで10-14:5％，15‐

19:8％，2.0-2.4:7％，2.5-2.9:3％，2.5m

mで1.0-1.4：5％，1.5-1.9：8％，2.0-

2.4:11％，2.5-2.9:3％，3.0-3.4:11％，2.6mm

で1.0-1.4:3％，1.5-1.9:3％，2.0-2.4:4％、

25-29:6％，3.0-34:17％,で特定の倍率

で多いということは無い。また，各腹'幅

での最小掘坑髄直径は，21mm:24mm、

2.2mm:2.4mm，2.3mm:2.7mm，2.4mm：

2.6mm，2.5mm:3.0mm，2.6mm:31mm，

2.7mm:3.2mm，2.8mm:3.5mm，2.9mm：

35mmであり，腹幅のL1-12倍以下の髄

直径の枝では掘坑はみられない。

cβαv”esは腹幅の11倍以下の髄径

の枝は避けるが，それ以上の髄径では特

定の髄径を選択せずランダムに掘坑する

ものと思われる。

cjwα“では掘坑雌の腹幅に前後期

表1営巣可能枝の髄直径と営巣枝髄直径（小坂町城北公園；

表2営巣早の腹幅と掘坑時期および営巣枝髄直径の比（小坂町城北公園＞

（個体数を示す）

調査方法

調査範囲内全ての新掘営巣枝を採集し，その営巣主

とその腹幅営巣枝の状態（外径，髄径，坑径，巣口

の地上高，営巣枝の角度，方位）を記録し，また，調

査範囲内全ての営巣可能枝の状態（外径，髄径，枝口

の地上高，枝の角度，方位）を記録した。

で差はみられず，掘坑枝の髄直径にも前後期で差はな

かった。掘坑可能枝は髄径L6-8.3mmの範囲でみられ

掘坑雌の腹｜幅はL2-1.6mmで14mmの個体が最も多

かった。可能枝に対する掘坑枝の割合は全体では髄直

径19mm以下で少なく，5.0mm以上では掘坑がみら

れない他は，30％前後で大きな差は無い。掘坑雌の腹

'幅に対する髄径の割合でみると，最も多かった14mm

で1.0-1.4:8％，1.5-1.9：23％，2.0-2.4：18％，2.5-29：18％

30-3.4:13％，35-39:14％，と4倍以上はみられず，

LO-L4倍で少なくL5-20倍で少し多い他は大きな差は

調査結果

1．石川県金沢市小坂町城北公園

当調査地では，Cβαvわ“，Cjwarα/の2種がみら

Ｒ
ｕ

1．52．02．53．03．54．04．55.05．56．

髄直径｜’｜’｜’｜’’

(､Ⅲ）1．92．42．93．43．94．44．95．45.96．4

C・flavipel

A:可能枝数386166114736562131

B:営巣枝数21120332217185

B/A（％）5183029302629382

C・iwata

A:可能枝数’73236523537231681

B:営巣枝数312121611106‘

B/A（％）’838333131272621

C・flavipef

腹幅(､､）2．12．22．32．42．52．62．7282．:；
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みられない。各腹幅の最小掘坑髄直径は、

1.2mm:2.3mm,1.3mm：19mm，1.4mm：1.8

,Ⅱ､，L5mm:2.0mm，16mm:22mmであ

り，12倍以下はみられない。

Cjwajajでは12倍以下の髄径の枝お

よび39以上の髄径の枝は避けるが，そ

の範囲内で特定の髄径を選択せずランダ

ムに掘坑するものと思われる。

表3営巣可能枝の髄直径と営巣枝髄直径（C,megast/gmata，有峰折立）

2．02．53．03．54．04．55．05．56.06.［

髄直径｜’｜’｜’｜’’

(Inm）2．42．93．43．944495．45．96．46.｛

A:可能枝数14334450583623239

B:営巣枝数3913138451

B/A（％）9202622221722113

2．富山県大山町有峰折立

当調査地では，c脚egamg脚“αのみがみられた。

営巣可能と思われる枝の20％で掘坑がみられた。なお、

複雌のものは無かった。

表3，4に，掘坑雌の腹幅と営巣枝髄径の関係，調

査地での掘坑可能枝と営巣枝の髄直径を示した。

営巣可能枝の髄直径は21mmから68mmまであり‘

40mm－44mmで最も多くより細くまたより太くなる

にしたがって少なくなる。雌の腹幅は21-26mmで24

mmの個体が圧倒的に多かった。可能枝に対する掘坑

枝の割合は，全体的にみて髄直径30-59mmの範囲で

22％前後とほぼ一定である。25-29mmでは可能枝も

多くあるにもかかわらず掘坑枝の割合は少ない。

雌腹幅に対する掘坑枝髄直径の割合は1.5-L9倍が多

いが，腹幅24mm雌の可能枝に対する掘坑枝の割合

でみれば10-1.4:11％，1.5-1.9:20％，2.0-2.4:14％，2．5

29:20％と各倍率で差があるとはいえない。ただし，

腹幅のL2倍以下の細い枝には掘坑はみられない。

c版egas"g'"“αは腹幅のL2倍以下の髄径の枝は避

けるが，それ以上の髄径では特定の髄径を選択せずラ

ンダムに掘坑するものと思われる。

以上，各々1種のみがみられる地点での調査結果か

ら，これらのツヤハナバチ属の雌は，腹幅の11～12

倍以下の細い枝および，少なくともCjw"αjでは腹

幅の4倍以上のたいへん太い枝を避けるが，それ以外

の範囲ではランダムに掘坑するといえるであろう。よ

り細い枝を避けるのは巣坑の構造の必要性一転向室や

2個体がすれちがえる巣室の太さの必要一によると思

われるが，折れやすい細い枝を避けるという意味もあ

51

表4 営巣早の腹幅と営巣枝髄直径の比

（C・megasf/gmafa，有峰折立？
（個体数を示す：

腹幅(m､）2．22．32．42．52．

営巣雌の腹幅の分荊

144651

営巣枝髄直径の営巣雌腹幅に対する比

(比

1．0－1．41112：

1R－1Q 12242：上．Uエ．Gノ

2.0-2.4181

2.5-2.9

るかもしれない。Q"αvや“とC〃'egas"g'"“αでは掘

坑枝髄直径の上限は確認できなかったが，Cjw"錘

と同様4倍程度としても10mm以上であり通常の場合

枯れ枝の髄直径としてはほとんど表れてはこない太さ

である。

特定の太さを選ばずに掘坑することは，存在が確実

に予想できないものを営巣基としているものにとって

は当然といえよう。

文献

根来尚，2004．日本産ツヤハナバチ（Cera""α）属

（ハナバチ上科、膜迩目）の生態学的ノートL富

山県猿倉山でのCjwar“とCsarojの営巣比較．

富山市科学文化センター研究報告，27：45-48.


